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　顔を“タナカ”で真っ白にして微笑む青い服の
女の子。
　2015年2月、ミャンマー中部の都市ピーにあ
るヤダナー孤児院で撮った1枚です。バンコク駐
在の特派員だったぼくは、アジア地域ディレク
ターの八木沢さんに誘われて、シャンティが建
てた女子寮オープンのタイミングで取材に行き
ました。
　孤児院の実態は、衝撃でした。
　ミャンマーでは国軍と少数民族の武装組織と
の戦闘が、今なお各地で続いています。その結
果として故郷や家族を失い、行き場をなくして
送られてきたのが、目の前にいる200人もの少
数民族の子どもたちでした。
 「僧侶が辺境を回ってこの子たちを連れてき
ました。言葉が通じない（＝ビルマ語を知らな
い）子もいました。車に乗ったことがない子も
いて、着いた時は多くがひどい車酔いでした」
　孤児院を主宰する尼僧ドーナワティリさんは、
発足当初を振り返りました。
 「ある子がたき火を見て言ったんです。『ここ

はいつ燃やされてしまうの？』。その子を抱き
しめながら、この子たちの母親になろうと誓っ
たんです」
　印象的だったのは、どの子も振る舞いが明
るいことでした。深いトラウマを抱えた子が笑
顔になるのは簡単ではないはずです。ドーナワ
ティリさんの努力に心から敬意を表したい。そ
の思いを込めてテレビリポートを作りました。
NHK国際放送で英語でも放送され、シンガポー
ルから寄付が寄せられたと聞きました。少しは
貢献できたとほっとした覚えがあります。
　でもぼく自身は反省が残りました。テレビに
は尺の制限、映像とコメントの整合性などさま
ざまな制約があります。伝えたいことの半分も
伝わっていないといつも感じます。去年シャン
ティの専門アドバイザーにしていただき、報道
人としてだけではなく、ひとりの人間としても
寄り添える立場になりました。青い服のタナカ
の子の笑顔の意味がもっと伝わるにはどうすれ
ばいいか、皆さんと一緒に考え、実行したいと
思っています。

巻
末
言

笑顔とテレビの
　　間を埋めたい
シャンティ国際ボランティア会　専門アドバイザー

高田博嗣　日本放送協会（NHK）記者

上：ミャンマーの孤児院で出会った女の子
（2015年撮影）　右：ミャンマー（ビルマ）難
民キャンプで開催されたサッカーフェスティ
バルでの子どもたちと筆者（2013年撮影）



アフガニスタン西部の都市
ヘラートの街並み
 （2003年撮影）
©Hiromi Yasui

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
」
と
聞
い
て
、
一
番
最

初
に
何
が
思
い
浮
か
び
ま
す
か
？

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
今
な
お
、
各
地
で
戦

闘
が
発
生
し
、
テ
ロ
が
相
次
ぎ
、
隣
国
か
ら

の
難
民
帰
還
な
ど
で
情
勢
が
安
定
せ
ず
、
国

民
の
80
％
が
何
ら
か
の
心
理
的
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
報
道
さ
れ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に

関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
の
多
く
は
、
テ
ロ
や
治
安

の
悪
化
に
関
す
る
こ
と
ば
か
り
。
今
回
は
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
の
暮
ら
し
や
生

活
、
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
取
り
組
み
、

そ
し
て
平
和
へ
向
け
た
想
い
に
つ
い
て
、
現

地
事
務
所
か
ら
お
伝
え
し
ま
す
。

今号の表紙
アフガニスタンの草原（2005年撮影）
©Hiromi Yasui
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ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
魅
力
：

秘
境
の
地
、
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン

 

「
あ
そ
こ
が
天
国
に
一
番
近
い

ガ
ー
デ
ン
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
」

　

案
内
を
し
て
く
れ
た
村
人
に
指

を
さ
さ
れ
た
方
向
を
み
る
と
、
雪

が
か
か
る
標
高
4
千
m
は
く
だ
ら

な
い
だ
ろ
う
断
崖
絶
壁
の
山
、
頂

上
よ
り
少
し
手
前
、
円
状
に
突
起

し
た
と
こ
ろ
に
緑
が
生
い
茂
っ
て

い
る
の
が
見
え
ま
す
。
周
辺
に
は

木
々
や
植
物
は
ま
っ
た
く
な
い
中

で
、
突
如
そ
の
緑
の
ガ
ー
デ
ン
が
現

れ
る
の
で
す
。
そ
の
美
し
さ
は
世

界
一
だ
と
い
い
ま
す
が
、
訪
れ
た
こ

と
の
あ
る
人
に
出
会
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東

北
部
、
パ
キ
ス
タ
ン
と
国
境
を
接

し
、
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
山
脈
の
山
奥

に
位
置
す
る
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
は
、
い

つ
か
訪
れ
て
欲
し
い
名
所
の
一
つ
で

す
。
冬
場
は
深
雪
で
閉
ざ
さ
れ
て

し
ま
う
こ
の
地
域
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
人
々
で
す
ら
訪
れ
た
こ
と

が
あ
る
人
は
少
な
い
秘
境
の
地
で

す
。
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
の
人
々
は
、
金

髪
、
青
緑
の
目
を
し
て
い
る
人
が

多
く
、
パ
シ
ュ
ト
ン
系
の
人
々
と
は

風
貌
が
異
な
り
、
言
語
も
独
特
で

す
。
標
高
2
、
3
千
m
に
位
置
す
る

村
に
は
、
人
の
手
が
ま
っ
た
く
付

け
ら
れ
て
い
な
い
広
大
な
自
然
の

景
色
が
見
渡
せ
る
共
有
の
客
間
が

あ
り
、
澄
ん
だ
空
気
、
そ
の
景
色
の

美
し
さ
は
息
を
の
む
ほ
ど
で
す
。

村
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
あ
ち
こ

ち
の
家
か
ら
ク
ル
ミ
が
投
げ
ら
れ

て
き
ま
す
。
村
人
な
り
の
歓
迎
の

挨
拶
だ
と
言
い
ま
す
。
そ
ば
粉
で

つ
く
ら
れ
た
ナ
ン
に
岩
塩
を
入
れ

た
ヤ
ギ
の
ギ
ー
（
バ
タ
ー
オ
イ
ル
）

と
チ
ー
ズ
、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
で

も
て
な
さ
れ
ま
す
。
夜
に
は
手
が

届
く
よ
う
な
満
天
の
星
が
現
れ
ま

す
。
時
の
流
れ
が
止
ま
っ
て
い
る
よ

う
な
、
そ
ん
な
不
思
議
な
感
覚
に

な
り
ま
す
。
訪
れ
た
誰
も
が
癒
や

さ
れ
る
場
に
し
た
い
、
と
村
人
た

ち
は
言
い
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

に
来
る
人
々
を
や
さ
し
く
包
み
込

む
よ
う
な
広
大
な
自
然
は
一
度
訪

れ
る
と
そ
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

アフガニスタン東北部、パキスタンと国境を接するヒンズークシ山脈

4

春：モスクの前でハトにエサを配るカブール
市民たち

夏：「砂漠の真珠」と例えられるアフガニス
タン初の国立公園バンデ・アミール湖

秋：巨大な仏像があった世界遺産「バーミヤ
ン渓谷の文化的景観と古代遺跡群」

冬：青いタイルで装飾された外観が特徴の
マザリシャリフにあるハムラトアリー廟

春
夏秋

冬

アフガニスタン

パキスタン

ジャララバード

カンダハル

カブール

インド

特  集

ニュースが報じない

アフガニスタンの姿

美しい
　　　　　　 の四季アフガニスタン

©Hiromi Yasui

©Hiromi Yasui

©Hiromi Yasui

©Hiromi Yasui
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る
児
童
は
1
6
8
万
人
と
報
告
さ

れ
て
お
り
、
全
就
学
児
童
数
の
18
・

3
％
に
当
た
り
ま
す
。
学
校
に
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち

は
、
児
童
労
働
や
搾
取
、
早
婚
な
ど

社
会
的
課
題
に
直
面
す
る
リ
ス
ク

も
高
く
、
早
急
な
解
決
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
長
引
く
紛
争
や
テ
ロ

攻
撃
だ
け
で
な
く
、
突
発
的
な
干

ば
つ
や
洪
水
と
い
っ
た
自
然
災
害

が
多
発
し
て
お
り
、
各
地
で
難
民

や
国
内
避
難
民
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
住
む
場
所
を
追
わ
れ
た
人
々

は
、
安
全
な
場
所
を
求
め
て
移
動

を
続
け
て
お
り
、
そ
の
先
々
で
、
教

育
や
医
療
と
い
っ
た
社
会
サ
ー
ビ
ス

の
享
受
が
得
ら
れ
ず
さ
ま
ざ
ま
な

困
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

子
ど
も
を
取
り
巻
く
状
況
は
複
数

の
課
題
が
絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。

タ
リ
バ
ン
政
権
崩
壊
か
ら
19
年
が

た
っ
た
今
で
も
、
子
ど
も
た
ち
に
は

教
育
の
機
会
だ
け
で
な
く
、
安
全

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
場
所
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
事
情
・
難
民
事
情
、
課
題

　

女
子
教
育
が
禁
止
さ
れ
た
タ
リ

バ
ン
政
権
が
崩
壊
し
、
19
年
が
た

ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
政
府
は
教
育
を
通
し
た
国
の

復
興
を
掲
げ
基
礎
教
育
の
整
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
国

内
に
あ
る
学
校
数
は
約
3
4
0
0

校
か
ら
現
在
の
1
万
7
8
5
9

校
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。
学
校
に

通
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
児
童
・

生
徒
数
は
当
時
の
9
倍
で
あ
る

9
3
8
万
人
に
達
し
ま
し
た
。

　

教
育
へ
の
関
心
が
高
ま
る
一
方

で
、
あ
ら
た
に
開
校
す
る
学
校
の

急
増
に
対
応
す
る
、
教
室
・
備
品

の
整
備
や
教
員
育
成
が
追
い
付
か

ず
、
就
学
率
は
思
う
よ
う
に
改
善

に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
教
育
省

は
、
未
だ
3
5
0
万
人
の
子
ど

も
た
ち
が
不
就
学
で
あ
る
と
見
積

も
っ
て
い
ま
す
。

　

他
方
で
児
童
労
働
や
強
制
移

動
、
児
童
労
働
や
強
制
移
動
、
経

済
的
な
理
由
で
、
就
学
登
録
を
し

た
も
の
の
欠
席
が
常
態
化
し
て
い

　　　　　　 の
抱える問題とシャンティの取り組み

学校建設事業
全国にある学校の54％には校舎がありません。
シャンティは、教室不足により学習環境が整ってい
ない学校を対象に校舎を設置してきました。

学校図書館事業
図書室設置や、学校教員への研修を通して、子どもたち
が言語能力だけでなく想像力や非認知的能力を高めら
れるような児童サービスの普及を行っています。

子ども図書館事業
ナンガハル州にある子ども図書館は、13歳未満の子ども
なら誰でも利用できる図書館です。さまざまな理由で学
校にいけない子どもたちの受け皿となっています。

カブール州

ナンガハル州

クナール州

アフガニスタン

アフガニスタン

シャンティはこれまで初等教育の改善を目的とした事業を行ってき
ました。校舎やトイレの設置による学習環境の改善や、子どもたち
の非認知的能力の向上につながる児童図書出版や学校図書室の
整備、また子ども図書館の運営により、さまざまな理由で学校に来
ることができない子どもにも学習の機会を提供してきました。その
結果、絵本を通した児童サービスが認知されはじめました。2020
年からはこのような活動の普及に力を入れていきます。

12校=建設した学校

162館=支援した図書館

103タイトル=出版絵本の数

実際の取り組み

シャンティの取り組み

特  集 ニュースが報じない
　　　　　　の姿アフガニスタン
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ス
ク
が
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
シ
ャ
ン
テ
ィ
は
、
仮
設
教

室
を
設
置
し
、
算
数
、
パ
シ
ュ

ト
ゥ
ー
語
、
書
き
取
り
、
図
工
、

ラ
イ
フ
ス
キ
ル
な
ど
の
授
業
を
開

催
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
学

べ
る
環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
避
難
生
活
で
は
、
水
不

足
が
原
因
で
不
衛
生
な
環
境
で
の

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、

病
気
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い

ま
す
。
水
不
足
を
解
消
す
る
た
め

に
井
戸
を
開
設
し
、
水
を
有
効
に

使
っ
た
上
で
の
衛
生
教
育
・
衛
生

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
活
動
を
行
う
の
か

　

長
年
続
く
紛
争
や
干
ば
つ
な
ど

自
然
災
害
の
影
響
で
、
人
々
は
国

内
外
に
避
難
す
る
こ
と
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年

に
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
で

約
44
万
人
の
避
難
民
が
発
生
し
、

そ
の
約
2
割
が
女
性
、
6
割
が
子

ど
も
で
し
た
。
活
動
地
の
ひ
と
つ

で
あ
る
ク
ナ
ー
ル
州
は
、
比
較
的

多
く
の
避
難
民
が
移
り
住
む
地

域
で
す
。
し
か
し
、
保
守
的
な
考

え
方
や
文
化
が
根
強
い
た
め
、
避

難
民
で
あ
る
女
性
が
社
会
的
な
差

別
を
受
け
や
す
く
、
外
を
出
歩
く

こ
と
で
さ
え
家
族
・
親
族
か
ら
の

許
可
が
い
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
、
女
性
た
ち
自
身
が
協
力
し
な

が
ら
問
題
を
打
開
し
て
い
け
る
力

が
必
要
と
考
え
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
は

女
性
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
女
性

の
能
力
強
化
研
修
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
避
難
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
に

行
け
な
い
こ
と
で
、
児
童
労
働
、

性
的
虐
待
、
子
ど
も
兵
な
ど
の
リ

特  集 ニュースが報じない
　　　　　　の姿アフガニスタン

難 民 支 援 事 業

シャンティの取り組み

女性たちが抱える問題を、女性同士で助け合いながら解決できるようにな
るため、女性センターを開設しました。同センターでは、社会・性的差別、子
どもの保護、読み書き、縫製、女性リーダーの知識と技術が学べる研修を
行っています。また、避難先で子どもの教育が途切れないようにするため、
仮設教室を設置し、政府が指定した教育カリキュラムを提供しています。さ
らに、水不足が原因となる不衛生な生活環境・病気から身を守るため、衛
生啓発および井戸の設置を行っています。

実際の取り組み

43.7万人=国内避難民

46.5万人=帰　還　民

出所：OCHA“Snapshot of Population Movements”
（January to December 2019）

女性のエンパワーメント

仮設教室での就学サポート

給水用井戸開設・水衛生啓発

1

2

3

主な支援内容

1

3 2

ナンガハル州

クナール州

アフガニスタン



世 界 の 現 場 か ら

AIRMAIL
To 日本の皆さん　From 活動の現場

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

ア
ジ
ア
の
各
国
で
活
動
す
る

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
様
子
や

ス
タ
ッ
フ
を
紹
介
し
ま
す
。

From
Karen State,　
Myanmar 
ミャンマー・カレン州

2019年11月からミャンマーのカレ
ン州南東部でコミュニティリソー
スセンター（CRC）を開所したシャ
ンティ。利用者を増やしていくた
めの活動の様子をリポートします。
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ミャンマー事務所の図書館チーム
のプロジェクトスタッフとして勤務。

みんなの笑顔をつくる世界のおやつ旅

ミャンマーのおやつ
 ぺ  ネ  ジ ョ  

お
や
つ
の
ス
ナ
ッ
ク
や

料
理
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
に
も

　
ミ
ン
ガ
ラ
バ
ー（
こ
ん
に
ち
は
）！
図
書
館

チ
ー
ム
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働

く
エ
デ
ィ
ソ
ン
で
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
食
文
化
で

は
、
ス
ナ
ッ
ク
類
が
豊
富
な
の
も
特
徴
で
す
。

屋
台
で
よ
く
売
ら
れ
て
い
る
お
や
つ「
ペ
ネ
ジ
ョ
」

は
、
黒
豆
を
揚
げ
た
お
菓
子
で
、
日
本
の
て
ん

ぷ
ら
に
比
べ
る
と
衣
は
か
な
り
厚
め
で
す
。
サ

ク
サ
ク
と
し
た
食
感
で
、
主
に
朝
食
や
夕
方
に

ス
ナ
ッ
ク
と
し
て
食
べ
ま
す
。
な
ま
ず
の
出
汁

で
作
っ
た
ス
ー
プ
に
や
わ
ら
か
い
米
粉
の
麺
の

入
っ
た
国
民
食「
モ
ヒ
ン
ガ
ー
」
や
魚
の
ス
ー

プ
と
も
よ
く
合
い
ま
す
。
甘
酸
っ
ぱ
い
タ
マ
リ

ン
ド
ソ
ー
ス
と
野
菜
と
一
緒
に
サ
ラ
ダ
と
し
て

食
べ
て
も
お
い
し
い
で
す
よ
。

早朝に事務所近くの屋
台で販売されています。
朝に買ってきて事務所
でみんなで食べることも。

ミャンマー事務所

エディソンさんの
おすすめおやつ

▲  子どもの1日をリポート！
帰還民の支援事業を行っているレイ
ケイコー村。そこに暮らすヌポ難民
キャンプから帰還した11歳の女の子の
1日に密着しました。

ものづくりの舞台裏をリポート！ ▼

CRCに設置するために製作された
子どもたちのための家具。その完成
までのウラ側をのぞいてみました！

♪

「トンネルをほる」ほるぷ出版
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子
ど
も
た
ち
の
考
え
る
力
の
支
え
に

私
は
子
ど
も
た
ち
へ
の
読
み
聞
か
せ
の
活

動
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
、
本
へ
の
興
味
の
扉
を

開
く
第
一
歩
で
あ
り
、
一
緒
に
遊
び
、
絵

を
描
い
た
り
、
工
作
な
ど
を
通
じ
て
、
楽

し
み
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
活
動
が
子
ど
も
た
ち
の
考
え
る
力
、

知
識
、
創
造
性
の
発
達
を
支
え
て
い
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
活
動
を
広
げ
ら
れ
た
ら
嬉

し
い
で
す
。
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C
R
C
の
活
動
は
多
く
の
住
民
に

と
っ
て
初
め
て
の
体
験
に

　

政
府
と
カ
レ
ン
民
族
同
盟
が
停
戦
合

意
し
た
後
、
平
和
に
向
け
て
動
き
だ
し
た

ミ
ャ
ン
マ
ー
。
難
民
キ
ャ
ン
プ
か
ら
の
帰

還
民
の
た
め
に
多
く
の
準
備
が
必
要
で
し

た
が
、
受
け
入
れ
る
村
は
紛
争
の
影
響
を

受
け
、交
通
や
教
育
、
医
療
な
ど
を
完
全

に
整
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
、帰
還
民
は
情
報
を
得
る
手
段
が
な

く
、
雇
用
機
会
が
限
ら
れ
、
生
活
基
盤
も

弱
い
と
い
っ
た
問
題
に
も
直
面
し
て
い
ま

す
。
C
R
C
は
そ
う
し
た
問
題
解
決
に

向
け
、「
住
民
の
情
報
と
学
習
リ
ソ
ー
ス

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
改
善
す
る
」こ
と
を
目

標
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
、
大
人

へ
の
本
の
貸
出
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
読
み

聞
か
せ
な
ど
の
活
動
に
加
え
て
、
運
営
関

係
者
の
能
力
向
上
を
目
指
し
活
動
し
て

い
ま
す
。
Ｃ
Ｒ
Ｃ
に
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
共

通
語
の
ビ
ル
マ
語
と
カ
レ
ン
民
族
の
母
語

で
あ
る
カ
レ
ン
語
に
翻
訳
し
た
絵
本
と
、

帰
還
前
に
学
ん
で
い
た
タ
イ
語
を
引
き
続

き
学
び
た
い
方
へ
向
け
て
タ
イ
語
の
絵
本

を
配
架
し
て
い
ま
す
。

1

2

3

Hot Topics

ミャンマー

タイ

バングラデシュ

カレン州

レイケイコー村 ゾーズィーミャイン村

PROFILE
NGOでのインターンを経験し タ
イ・ミャンマー国境の学校で2年間
学ぶ。その後、インターンをした団
体で職員となり、国際NGOやカ
レン系の組織で働いた後、シャン
ティに入職。

ミャンマー国境支援事業事務所
コミュニティリソースセンター担当

ソー・カイン・ゾー・
ウィンさん

1 情報説明会や周知活動の実施
村の日常生活に必要な情報へのアクセスを改善す
るため、情報説明会を 2つの村で実施しました。
レイケイコー村ではミャワディー公共図書館職員を

講師に迎え、青年層を対象にした
「青少年のドラッグ利用の危険性」
について、ゾーズィーミャイン村で
は子どもの親世代を対象に「読み
聞かせがなぜ子どもたちに必要
か」について、シャンティ職員が講
師となり実施しました。

2 参加者の声
レイケイコー村の情報説明会に参加した17歳の青年
からは、「何が良いことで、何が悪いことなのかが分
かった。年上の人たちやCRC職員たちともっと交
流を深めたい」といった感想がありました。周知活
動の参加者からは、「CRC は知識を得る場所、み
んなが利用できる場所だということが分かった」

「CRCをこれからも利用するために、周りの人にも
伝えていきたい」と声が上がりました。

3 村の今
村に主となる産業がないことから、多くの住民が働き
先を探しています。帰還民の受入れが始まっている
レイケイコー村では、他のNGOの支援を受けながら
も、縫製所や休校期間にトレーニングセンターで英
語教室やパソコン教室を開講するなど、村独自で村
の開発を始めようとしています。

 From  
Karen State, Myanmar 
 ミャンマー・カレン州
ミャンマー・カレン州のレイケイコー村とゾーズィーミャ
イン村にてコミュニティリソースセンター（CRC）事業
を実施するシャンティ。大切な活動の内容を紹介します。
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パアン

カレン州
ネピドー

Karen State,
Myanmar
ミャンマー国境

タイ
レイケイコー村

私の
お気に入り

Ｃ
Ｒ
Ｃ
で
友
達
と
遊
ぶ
の
が
楽
し
み

将
来
の
夢
は
お
医
者
さ
ん
か
歌
手
！ 

　
私
は
タ
イ
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
境
沿
い
に
あ
る
レ
イ
ケ

イ
コ
ー
村
で
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
と

４
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
は
違
う
村
の
農
地

で
働
い
て
い
て
、
お
母
さ
ん
は
C
R
C
運
営
委
員
会
に
所

属
し
て
い
ま
す
。
家
の
近
く
に
市
場
と
大
き
な
池
が
あ
っ

て
、
池
の
裏
の
丘
を
登
っ
た
と
こ
ろ
に
C
R
C
が
あ
り
ま

す
。
時
間
が
あ
る
と
き
は
よ
く
C
R
C
に
通
っ
て
い
て
、

友
達
と
歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　
将
来
の
夢
は
お
医
者
さ
ん
と
歌
手
で
す
。
お
医
者
さ
ん

に
な
っ
た
ら
、
人
の
命
を
救
っ
て
、
薬
を
渡
し
て
、
医
療

を
届
け
た
い
で
す
。
歌
手
に
な
っ
た
ら
、
音
楽
と
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
作
り
出
し
、
た
く
さ
ん
の
人
に
幸

せ
と
楽
し
み
を
届
け
た
い
で
す
。

難民キャンプから帰還した11歳の女の子の現在の暮
らしに注目しました。その暮らしぶりや、かつて暮ら
したキャンプでのお話も紹介します。

From Karen State,Myanmar
 ミャンマー・カレン州

現地の子どもリポート
国境支援事業
事務所があるのは
こんな街

1日がスタート！

        6：00 起床  
礼拝をした後に、顔を洗って、
歯を磨きます。その後で、床
掃除と皿洗いのお手伝いをし
ます。 

ヌポキャンプで生まれた私にとって、ここは大好きな
場所です。気候も良く、友達の家も近くにあり楽しい
場所でした。いつでも友達と遊んだり、一緒に散歩す
ることができ、週に一回仏教学校に通うこともできま
した。図書館で絵が多い漫画を読んだり、パズルが
載っている本を読んだりすることも好きでした。

「難民キャンプでの暮らし」

ミャンマー国境から
ノー・ロ・ニ・コ・タブリィ・
リ・ドゥさん（11歳）がリポート！

21：00 就寝

お
やすみなさ

い！

. . . z
z z
z

17：00 夕食
夕食にはフィッシュペーストと野
菜、焼きそばをよく食べます。

15：15 放課後
学校で国歌が流れたら、自転車
で家に帰ります。雨季の時は、お
姉ちゃんがバイクで送り迎えをし
てくれます。

9：00 授業
好きな教科は算数です。私に
とっては簡単でとても楽しい
からです。

ミャンマー・カレン州の州都パアン 
パアン市内には、パアンの人にとって
聖地とも言われる「チャウカラット・パ
ゴダ」というお寺があり、観光地として
も有名です。奇岩の上に白い仏塔が
建っていて、周辺は池に囲まれていま
す。タイとの国境に近いので、タイから
の輸入品が店に置いてあり、市内には
多くのタイ料理レストランがあります。

        8：00 登校
登校後、学校の掃除当番に
なっているときは、校舎の掃
除をして、トイレ用の水を溜
めます。掃除当番でない時
は、縄跳びやサッカーをして
友達と遊びます。

12：00 お昼ご飯
お弁当を食べます。卵や茶の葉
サラダをご飯と一緒に食べてい
ます。

18：00 自由時間
夕食を食べた後、少し休憩し
て、遊んでから、宿題を始め
ます。宿題が無い時はお花に
水やりをします。

私の１日を
紹介します！

7：00 朝食
朝食にはチャーハンか、栄養
ドリンクとお菓子をよく食べ
ます。朝食後、制服に着替え、
お弁当箱にご飯を詰めます。
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難民キャンプから渡ってきたCRCの子ども用家具。
家具完成までの道のりを紹介します。

 From Karen State, Myanmar ミャンマー・カレン州
ものづくりの舞台ウラ
コミュニティ・リソース・センター（CRC）の
子ども用家具

本棚は事務所にて、セイラー副所長と家具製作担
当プラウィット職員で相談をして決めます。参考とし
て、難民キャンプで使用している本棚のサイズを再
計測した上で、CRCの部屋の大きさや配架する本の
種類から本棚のサイズを検討します。検討した本棚
のイメージをプラウィット職員が図面におこし、発注
する店とやり取りを開始します。タイ・メーソット市内
でこのような家具を作れる店は1カ所しかありません。
テーブルはミャンマー事務所の事業で使用している
図面を共有してもらい、レイケイコー村の店に発注し
ました。

家具づくりの打ち合わせ1

難民キャンプではさまざまな色の本棚
を利用していましたが、住民自身が維
持管理しやすいように、CRC用の本棚
は色を統一しました。また、キャンプで
子どもたちが本棚の端をよくつかんで
しまい、本棚への負荷がかかりすぎる
ことがあったので、端の長さを変更し
ました。大人と子どもの部屋を仕切る
目的で部屋の中心に置く本棚は、CRC
の窓から入る光を遮らないような高さ
にするなど工夫をしました。

細かく指定して店へ発注2

多くの子どもたちが本棚で好きな本を選んでいます。
テーブルまで本を持ち運んで読む子、本棚のすぐそ
ばに座って読み始める子ども。お絵かきをした後に
完成した絵を本棚に置き、子どもたちに見てもらうこ
ともあります。テーブルを利用してCRC職員が子ど
もたちに寄り添って読み聞かせをしたり、ゲームをし
ています。

完成した家具をCRCへ設置3
難民キャンプの本棚を作ってくれた店に依頼したので、大
きな問題はありませんでした。ただ、キャンプの図書館より
CRCの部屋が広いため、本棚のサイズ決定の際に空間を
イメージするのに苦労しました。レイケイコー村に発注した
テーブルは、木材の状態が良くなく、ヒビが入ってしまいま
した。修理の検討と、今後は両事務所の近くの店で製作し、
品質を確認できるようにする予定です。現在、ミャンマー・
パアンで家具を製作すべく店を調査しています。

製作して分かった今後の課題製作秘話

オモテ
舞台

舞台の
ウラ側

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て

難
民
キ
ャ
ン
プ
で
使
っ
て
い
た

家
具
を
帰
還
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
も

　

本
の
収
納
以
外
に
も
、必
要
な

読
み
聞
か
せ
の
道
具
を
収
納
し
た

り
、大
人
と
子
ど
も
用
に
部
屋
を
仕

切
る
た
め
に
も
活
用
し
て
い
る
本
棚
。

低
い
テ
ー
ブ
ル
は
子
ど
も
た
ち
が
集

ま
っ
て
本
を
読
む
た
め
、お
絵
か
き

や
塗
り
絵
な
ど
を
す
る
た
め
に
製

作
し
て
い
ま
す
。今
回
、本
棚
は
難
民

キ
ャ
ン
プ
の
図
書
館
で
使
用
し
て
い

る
も
の
を
参
考
に
し
、テ
ー
ブ
ル
は

ミ
ャ
ン
マ
ー
事
務
所
の
事
業
で
使
用

し
て
い
る
も
の
と
同
じ
も
の
を
製

作
し
ま
し
た
。本
棚
は
体
の
小
さ
な

子
ど
も
た
ち
が
使
い
や
す
い
高
さ
で
、

本
の
表
紙
を
見
せ
る
こ
と
で
、
本
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
工
夫
を
し

て
い
ま
す
。
帰
還
民
に
と
っ
て
、
慣

れ
親
し
ん
だ
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
本

棚
を
置
く
こ
と
で
、
C
R
C
で
居

心
地
の
良
さ
を
感
じ
て
欲
し
い
と

考
え
ま
し
た
。



東京事務所の活動をレポート！

Shanti@Tokyo
クラフトエイド課

髙橋 布美子さん
たかはし   ふ    み   こ

広報・リレーションズ課
支援者リレーションチーム　チーフ

山室 仁子さん
やま むろ   さ と こ

東京事務所の活動をレポート！

Shanti@Tokyo

クラフトエイド課  髙橋 布美子さん
たかはし   ふ    み   こ

Shanti@Tokyo東京事務所の
活動をレポート！

Hot Topics
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PROFILE
山室仁子さん

大学院修了後、2カ月の海外事業課イ
ンターンを経て、2008年6月に入職。海
外事業課カンボジア事業担当、ラオス
事務所事業コーディネーター、支援者リ
レーションズ課で勤務後、現職。

　

民
間
ご
支
援
者
様
対
応
、営
業
、

資
金
調
達
、講
演
な
ど
、ご
支
援
者

様
の
窓
口
を
務
め
て
い
ま
す
。日
本

の
ご
支
援
者
様
と
海
外
の
現
場
を

つ
な
ぐ
役
目
を
い
た
だ
き
、支
援
が

ど
う
活
か
さ
れ
、ど
ん
な
良
い
変
化

を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
な
ど
を
、

支
援
活
動
に
関
わ
る
教
員
や
子

 

ご
支
援
者
と
海
外
の
活
動
現
場
の

つ
な
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
関
係
づ
く
り

ど
も
、地
域
住
民
、教
育
行
政
、ス

タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
の
声
を
通
し
て

伝
え
て
い
ま
す
。
顔
と
顔
が
見
え

る
関
係
づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
、支

援
の
満
足
度
を
上
げ
る
こ
と
を
目

指
し
て
、シ
ャ
ン
テ
ィ
の
フ
ァ
ン
が
増

え
る
た
め
に
自
分
の
役
目
は
何
か

自
問
自
答
を
繰
り
返
す
毎
日
で
す
。

　

私
は
学
生
の
頃
に
1
カ
月
間
、カ

ン
ボ
ジ
ア
事
務
所
の
研
修
生
と
し

て
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
活
動
に
参
加
し
ま

し
た
。周
囲
を
巻
き
込
ん
で
み
ん
な

で
作
り
上
げ
て
い
く
よ
う
な
、プ
ロ

セ
ス
を
重
ん
じ
た
支
援
活
動
を
見

て
、草
の
根
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
支

援
活
動
の
尊
さ
を
肌
で
感
じ
た
こ

と
が
入
職
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。現
在
、業
務
を
通
し
て
多
種

多
様
な
方
に
出
会
え
て
、草
の
根
の

力
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、私
自
身

の
人
生
を
豊
か
に
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。出
張
で

日
本
各
地
の
ご
支
援
者
様
と
お
会

い
す
る
機
会
も
多
く
、四
季
折
々
の

日
本
を
五
感
を
通
し
て
知
る
こ
と

が
で
き
る
の
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
は
来
年
40
周
年
を

迎
え
ま
す
。こ
れ
ま
で
ご
支
援
者

様
や
諸
先
輩
方
が
築
き
積
み
上
げ

て
こ
ら
れ
た
こ
と
や
、支
援
と
い
う

形
で
蒔
い
た
種
が
着
実
に
実
っ
て

き
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
伝

え
て
未
来
に
繋
げ
て
い
き
た
い
で

す
。

山室さんのお気に入りアイテム ［クラフトエイドの商品と
地図アプリ］

バッグやアクセサリーなどクラフトエイ
ドの商品は、使いやすく普段から身に
着けています。営業など対外業務では
さりげなくアピールすることも。また、
スマホの地図アプリは、方向音痴とい
うこともあって、ご支援者様訪問で初め
ての土地に赴く際の必須アイテムです。

絵本1冊で繋がる
今年から「絵本を届ける運動」の法人窓口
も担当しています。ワークショップでは、い
つもは他部署で互いを知らない社員様が
2人で1冊の絵本をつくることも。絵本で
海外の子どもと繋がるだけでなく、社員同
士が繋がるコミュニケーションやチームビ
ルディングのツールにもなっています。

日本で自然災害が起きた時に、活動地の
学校から届いたメッセージ写真。中には
10年以上前の支援校からも。これを伝え
るのも私の役目です。互いを思う心が繋が
り、学び合いが生まれます。支援とは決し
て一方通行ではなく双方向であることを再
認識しました。

Pray for Japan

在宅でできる国際協力
新型コロナウイルス感染拡大による在宅
勤務や休校措置で家に居る時間が増える
中、ある企業の社員様から「家庭で子ど
もとできる活動はないか」と声を頂き、「絵
本を届ける運動」にお申し込み頂きました。
学校に通えない辛さを知ったからこそ、十
分に教育が受けられない子どものことを考
える良い機会になりました。

©Yoshifumi Kawabata

「わたしのワンピース」こぐま社



砂
漠
の
真
珠
、
バ
ン
デ
・
ア
ミ
ー
ル
湖

　
紛
争
の
印
象
が
強
い
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
す
が
、
観
光

ポ
イ
ン
ト
が
い
く
つ
も
存
在
し
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
バ
ン

デ
・
ア
ミ
ー
ル
国
立
公
園
で
す
。

　
古
代
遺
跡
で
有
名
な
バ
ー
ミ
ヤ
ン
か
ら
西
に
約
80 

km
。

山
々
に
囲
ま
れ
た
、
標
高
3
0
0
0
m
の
高
原
に
存
在
す

る
の
が
バ
ン
デ
・
ア
ミ
ー
ル
湖
。
ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ
が
溶
け

た
か
の
よ
う
な
瑠
璃
色
の
湖
面
が
印
象
的
で
、「
砂
漠
の

真
珠
」
と
形
容
さ
れ
ま
す
。
周
囲
に
は
チ
ャ
イ
屋
さ
ん
や

ボ
ー
ト
貸
し
の
業
者
さ
ん
が
い
て
、
の
ん
び
り
と
過
ご
す

に
は
も
っ
て
こ
い
。
こ
こ
は
争
い
で
蝕
ん
だ
心
を
癒
や
す

憩
い
の
場
所
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
湖
畔
に
は
ゴ
ミ
や
糞
が
ち
ら
ば
っ
て
い
て
避
け

な
が
ら
歩
く
の
が
大
変
。
観
光
産
業
と
し
て
の
可
能
性

を
大
い
に
秘
め
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
。
い
つ
か
一
層
美
し

く
な
っ
た
同
地
を
再
訪
し
て
み
た
い
で
す
。

上：バンデ・アミール湖はお椀型をしており、水があ
ふれ出ています。
下：冬のバーミヤン遺跡。

バンデ・アミール国立公
園は五つの湖が集まって
形成されています。

Shanti s 
Photo  Log 
ファインダーを　　のぞいて

川畑 嘉文（フォトジャーナリスト）
Yoshifumi KAWABATA

ニューヨークの雑誌社勤務時代に9.11を経験し、記者職を捨て写真
の道に進むことを決意。2002年、会社を退職しタリバン政権崩壊後
のアフガニスタンを訪れ取材を行った。2005年フリーランスのフォト
ジャーナリストとなり、世界中の難民キャンプや貧困地域、自然災害の
被災地で取材を行い、雑誌や新聞などに写真と原稿を寄稿している。

30

日本国内で新型コロナウイルス関連事業を6月から開始

新型コロナウイルスの影響を受け、ストレスを抱えや
すい日本の子どもたちの心のケアを目的とした絵本
や学習キットを配布する事業を開始しました。
緊急事態宣言が解除されたとは言え、分散登校や授
業短縮などで学校以外の時間は増えており、家庭環
境による教育の格差が問題となっています。特にサ
ポートが必要なひとり親家庭や生活保護家庭、外国
にルーツのある家庭、被災家庭などの子どもたちを
対象に、自宅で学べるワークキットや絵本を配布を
しています。
配布するワークキットや絵本を通じて、子どもたちの
ストレスの緩和や、海外の教育事情について学び、
同じ立場の子どもたちの様子を知ってもらうことを目
的としています。

シャンティからのお知らせ

当会へのご寄付は、所得税、住民税、および法人税、相続税の優遇措置が受けられます。
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緊急事態宣言が発令中の約1カ月半、保育園
の登園自粛要請を受け、我が家は自宅保育を
行っていました。4月に3歳となった息子は「魔
の2歳児、悪魔の3歳児」と呼ばれる絶賛イヤイ
ヤ期。口が達者になり、難儀することも増えまし
たが、保育園にいる間は見ることができない成
長を感じられた期間でもありました。（召田安宏）

人事のお知らせ
●異動
栗本 愛 事業サポート課　
 →地球市民事業課　緊急救援チーフ（4/1付）

●入職
芦田 雄太 地球市民事業課　海外緊急救援担当（4/1付）

松本 侑子 事業サポート課　海外事業担当（5/25付）

●退職
柴田 茂寛 事業サポート課　海外緊急救援担当（5/31付）

参加した子どもたちの感想文や絵は、オンライン上で
共有し、お互いの状況を知り、繋がりを持つことで、
子どもたちの不安を解消することを目指します。

対象地域：東京都と、過去に災害支援などで活動を実
施した地域

配布品目：絵本、ワークキット、えんぴつ、色鉛筆、
ノートなど

「コロナ国内緊急募金」受付中
郵便振替：00170-8-397994
加入者名：SVA緊急救援募金
＊通信欄に「コロナ国内緊急募金」とご記載ください。
＊本口座への振込手数料はご負担をお願いします。


